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実践上の留意点 

 

１．授業説明 

 サッカーは１試合９０分の中でボールを保持している時間を平均すると２～５分程度と言われてお

り、試合時間の大半はボールを扱っていないオフ・ザ・ボールの状態にある。そこで、本授業ではオ

フ・ザ・ボールの状態でのプレーへの関わり方を考えることを目標とした。本時は２対２という少数

のグループで行い、ボール保持者へのサポートの仕方を考えさせたが、熟練度による差が大きい内容

であるため、より具体的なシチュエーションを例示して説明をする必要があったと感じる。また、理

解はしているものの技術的にプレーが困難である場面を目にすることも多く、次時では活動の難易度

を下げて考えさせるよう工夫したい。一方で、ゲームの中では活動に変化が見られた。前時までと比

較すると、オフ・ザ・ボールの状態での活動に変化が見られ、全体の活動量は増加している。次時以

降では、思考から活動へとつなげるための取り組みを考えていきたい。 

 

２．研究協議より 

 参観者より以下の点について助言を頂いた。 

・生徒観から見える課題をどう解決させるかという手立てが見えないので、生徒の実態に合わせた課

題の設定や、サッカーが苦手な生徒に向けた内容を準備する必要があると感じた。 

・準備運動として実施した４対２・３対２は、熟練度の低い生徒に対しては主運動になる活動であり、

けがのリスクを低減することは難しい。 

・経験者の活動を見せる際に、より高度な状態を見せることで、目標とする姿が明確になるのではな

いか。 

 


